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農
業
セ
ン
サ
ズ
に
ご
協
力
を
圖

　　　新年おめでとう
　　　　　　　　ございます

　「ちびっ子動物園」が南幼稚園にやってき
ました。

　うさぎにさわったり、モルモットをだっこ
　　　　ラしたり園児たちは、おおよろこびでした。

係のお姉さんから、動物を「かわいがりま

しょうね」といわれると、皆んな元気な声で
「ハイ」と叫んでいました。

　この純真な気持をいっまでも忘れずにいて
くださいね。
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広報こうなん（2昭和50年1月1日

年頭のことば

社
会
変
化
に

　
　
　
対
応
し
た
施
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
長
茂
木
秋
広

　
明
け
ま
し
で
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
　
輝
か
し
い
昭
和
五
十
年
の
新
春
を
迎

え
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
激
し
い
イ
ン
フ
レ
、
物
価

高
と
、
こ
れ
ら
抑
止
政
策
の
影
響
を
受

け
村
財
政
は
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
住
民
福
祉
の
た

め
の
諸
事
業
が
大
体
託
画
通
り
実
施
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん

の
村
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
、
ご
協
力
・

に
よ
る
も
の
で
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　
昨
年
の
お
も
な
事
業

　
幼
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
が
た
の
念
願

だ
っ
た
二
年
制
幼
稚
園
の
統
合
園
舎
、

働
く
お
母
さ
ん
た
ち
の
た
め
の
保
育
所

の
新
設
な
ど
、
役
場
の
北
隣
の
環
境
の

良
い
高
台
に
完
成
い
た
し
、
四
月
に
そ

れ
ぞ
れ
開
園
い
た
し
ま
し
た
。

　
又
、
農
業
の
基
盤
を
図
る
大
型
ハ
ウ

ス
集
町
、
機
械
化
集
団
事
業
、
南
地
区

住
民
及
び
小
原
農
協
の
研
修
や
会
議
、

い
こ
い
の
場
と
し
て
の
農
村
セ
ン
タ
ー

建
設
、
村
道
改
修
舗
装
事
業
な
ど
財
政

の
許
す
範
囲
内
で
、
最
大
限
の
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
財
源
難
と

　
　
　
　
行
政
需
要
の
増
大

　
村
政
の
運
営
が
現
在
ほ
ど
財
源
難
と

〉
新
年
を
語
る
村
長

）

）
．

行
政
需
要
の
増
大
に
よ
り
困
難
な
状
態

は
、
未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
は
あ

ゆ
ま
せ
鬼

　
そ
の
厳
し
い
な
か
で
迎
え
た
本
年
の

村
政
は
、
非
常
に
多
難
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、

．
こ
の
社
会
変
化
に
対
応
し
た
適
切
な
施

策
と
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
こ
れ
に
対

す
る
ご
理
解
と
、
ご
協
力
が
特
に
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　
　
対
話
集
会
に
ご
出
席
を

　
私
は
そ
の
た
め
に
は
昨
年
と
同
様
、

部
落
対
話
集
会
を
予
算
編
成
前
に
開
催

い
た
し
、
村
財
政
、
予
算
、
事
業
計
画

・
な
ど
の
説
明
を
い
た
し
、
理
解
協
力
を

求
め
る
と
共
に
、
こ
れ
に
対
す
る
意
見

要
望
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
の
声
を
出
来

．
る
限
り
村
政
に
反
映
さ
せ
て
、
事
業
を

実
施
し
て
行
く
考
え
で
み
り
ま
す
の
で

対
話
集
会
に
際
し
て
は
、
特
に
み
な
さ

ん
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
政
の
確
保
と

　
　
経
費
の
節
約

　
次
に
財
源
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は

県
と
の
緊
密
な
連
繋
を
と
り
、
早
期
に

計
画
を
樹
立
し
、
補
助
、
起
債
の
道
を

開
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
歳
出
に
於
い
て
は
、
こ
の
際
、
極
力

冗
費
・
人
件
費
の
節
約
を
図
る
と
と
も

に
、
負
担
金
・
補
助
金
な
ど
の
再
点
検

を
い
た
し
、
財
源
を
生
み
出
し
、
事
業

に
当
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
住
民
に
直
結
し
た

　
　
き
め
細
か
い
事
業
を

　
本
年
は
、
住
民
に
直
結
す
る
道
路
の

新
設
改
良
、
土
地
改
良
、
都
市
計
画
に

「
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～
～
～
～
～
～
～
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㎜
　
灘
灘
難
灘
灘
羅
灘
羅

～
　
昨
年
十
一
月
三
日
・
秋
の
叙
勲
に

～～
お
い
て
、
多
年
地
方
自
治
に
尽
く
さ

r
て
き
た
・
上
新
田
の
高
橋
義
四
郎

、
さ
ん
（
七
十
七
歳
）
が
、
勲
六
等
単

～、
光
旭
日
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

、～
　
占
口
同
橋
さ
ん
は
、
御
正
村
書
記
か
ら

～
収
入
役
、
助
役
を
長
く
沿
つ
と
め
に

～～
な
り
、
小
原
支
所
長
を
最
後
に
公
務

管
退
職
い
た
し
ま
し
た
．

～
　
そ
の
後
、
議
会
議
員

～＝
期
、
又
消
防
団
長
を

雪
期
間
お
つ
と
め
に

～
な
ゆ
、
現
在
も
選
管
委

～～
員
長
と
し
て
、
又
、
上

～
田
区
長
と
し
て
、
ご
活
躍
中

～～
で
す
。
叙
勲
の
ご
感
想
を
お
伺
い

～～
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う

～
な
お
答
え
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

～～
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

よ
る
区
画
整
理
事
業
な
ど
を
重
点
に
、

教
育
・
福
祉
に
つ
い
て
も
、
物
心
両
面

の
充
実
を
図
り
、
ぎ
め
細
か
い
心
の
か

よ
っ
た
行
政
を
行
な
い
住
民
の
期
待
に

答
え
て
行
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ー

　
何
と
ぞ
、
本
年
も
村
政
に
対
し
、
倍

旧
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
村
民
各
位
の
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

「
私
は
、
現
在
ま
で
に
、
八
人
の
蕊

長
さ
ん
に
お
つ
か
え
し
て
ま
い
か
ま
～
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
そ
し
て
私
は
、
事
に
あ
た
っ
て
は
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

い
つ
も
“
人
を
幸
に
す
る
人
は
、
最
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

も
幸
に
な
る
〃
と
い
う
言
葉
を
忘
れ
～

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
去
る
十
一
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

月
十
五
日
に
、
皇
居
春
秋
の
問
に
於
～

　
　
　
て
、
家
内
同
伴
に
て
、
天
烹

　
　
　
　
　
陛
下
の
ご
拝
謁
の
光
栄
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
に
よ
く
し
ま
し
た
の
～

　
　
　
　
　
　
　
も
夢
の
よ
う
な
蕊

　
　
　
　
　
　
が
い
た
し
ま
す
。
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
今
回
、
長
年
の
努
力
～

　
　
　
が
報
わ
れ
ま
し
た
事
は
、
多
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

く
の
蔭
の
協
力
者
で
あ
り
ま
す
諸
先
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

輩
や
よ
き
指
導
者
で
あ
り
ま
す
村
民
～

各
位
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

し
上
げ
た
い
気
持
で
一
杯
で
す
已
　
～

β
ー
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～
～
～
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昭和50年1月1日3）広報こうなん

選挙の話…（1

一事前運動とは一

　
公
職
選
挙
法
に
よ
り
ま
す
と
、
選
挙

運
動
は
、
立
候
補
の
届
出
が
あ
っ
た
日

か
ら
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

　
立
候
補
の
届
出
前
に
行
う
選
挙
運
動

は
、
事
前
運
動
と
な
り
、
や
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
春
は
、
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
が
、

い
ま
か
ら
、
お
互
い

が
注
意
し
あ
い
、
少

し
の
違
反
も
な
い
、

明
る
い
選
挙
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

禁
止
理
由

い
つ
で
も
、
選
挙
運

動
が
で
き
ま
す
と
、

費
用
が
か
か
り
す
ぎ

た
り
、
規
制
の
む
ず

蟄
竪

か
し
さ
か
ら
、
不
正
行
為
が
お
き
が
ち

に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
選
挙
運
動
期
間
を
定
め
、

各
候
補
者
の
選
挙
運
動
の
ス
タ
ー
ト
を

同
時
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら

の
へ
い
害
を
お
さ
え
、
無
用
の
競
争
を

さ
け
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

　
事
前
運
動
行
為
と
は

　
立
候
補
の
届
出
前
行
う
い
っ
さ
い
の

選
挙
運
動
が
、
事
前
運
動
と
さ
れ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
そ
の
方
法
や
あ
ら
わ
れ

、
方
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、

「
特
定
の
選
挙
に
お
い
て
、
特
定
の
候

補
者
を
当
選
さ
せ
る
た
め
に
、
有
権
者

に
働
き
か
け
る
行
為
」
と
し
て
な
さ
れ

る
以
上
事
前
運
動
と
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
例
え
ば
買
収
や
戸
別
訪

問
の
よ
う
な
選
挙
運
動
期
問
中
も
禁
止

さ
れ
る
行
為
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
個

　
　
　
　
彩

　
　
　
　
％

ン

．
灘

票摺
．

考えのない

めくら投票は、

ア
．
ブナイ、アブナイ、

一票を殺し、

遂には自分も不幸になる。

々
面
接
と
か
、

の
よ
う
な
選
挙
運
動
期
間
中
な
ら
で
き

る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
届
出
前
に
行
え

ば
、
事
前
運
動
と
な
る
わ
け
で
す
。

期
間
中
な
ら
で
き
る
行
為
で
あ
っ
て
も

届
出
前
に
行
え
ば
、
事
前
運
動
と
な
る

わ
け
で
す
。

　
事
前
運
動
で
は
な
い
と

　
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の

　
事
前
運
動
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
立
候

補
届
出
前
の
選
挙
に
関
す
る
い
っ
さ
い

の
活
動
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
次
の
よ
う
な
狂
為
は
許
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
、
立
候
補
準
備
行
為

　
二
、
選
挙
運
動
準
備
行
為

　
三
、
政
治
活
動

　
四
、
社
交
的
行
為

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
行
為
と
選
挙
運

動
行
為
と
の
区
分
が
、
な
か
な
か
つ
け

に
く
い
た
め
、
そ
の
や
り
方
い
か
ん
に

よ
っ
て
は
、
禁
止
に
ふ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
具
体
的
事
項
に
つ
き
ま

し
て
は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に

問
い
合
せ
る
な
ど
し
て
、
ま
ち
が
い
の

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

す
。 　

　
　
　
　
　
　
　
［
　
　
　
　
一

」
明
る
い
政
治
は
　
　
｝

明
る
い
選
挙
か
ら
⊥

　
　
　
　
　
電
話
に
よ
る
選
挙
運
動

◎
亘
ー
1
亘
亘
r
ー
塞
ー
亘
亘
亘
－
豆
－
噸

唖
ー
ー
ー
I
i
i
亘
ー
ー
二
7
乱
ー
i
i
ー
凸
¶

〉
整
地
工
事
進
む
御
正
新
田
地
区

　
ほ
場
整
備
工
事
始
ま
る

御
正
地
区
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
、
県
営
土
地
改
良
事
業
が
第

三
年
度
を
迎
え
、
面
積
三
十
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
工
事
が
県
農
業
振
興
公
社
の
請

負
に
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
初
県
営
ほ
場
整
備
事
業
区

域
で
あ
り
ま
し
た
県
道
富
田
－
熊
谷

線
南
側
、
成
沢
宿
東
側
ま
で
の
約
五
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
十

九
年
度
か
ら
、
同
和
対
策
ほ
場
整
備
事

業
と
し
て
、
本
年
度
は
約
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
両
ほ
場
と
も
、
完
成
い
た
し
ま
す
と

従
来
の
耕
地
が
一
変
し
て
、
農
道
の
新

設
、
用
排
水
路
等
が
整
然
と
な
り
、
耕

地
は
大
区
画
さ
れ
、
大
型
機
械
の
導
入

も
で
き
、
農
業
の
生
産
性
向
上
に
よ
る

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

土
地
取
引
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
届
出
を

　
昨
年
十
二
月
か
ら
、
国
土
利
用
計
画

法
が
施
行
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
土
地
の
売
買

な
ど
、
権
利
の
移
転
（
相
続
・
贈
与
は

除
く
）
を
行
な
う
場
合
で
、
次
に
該
当

す
る
と
き
は
、
県
知
事
に
届
出
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
．

一
、
市
街
化
区
域
で
は
、
二
千
平
方
メ

　
ー
ト
ル
（
約
二
反
）

二
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域
（
調
整

　
区
域
）
で
は
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
（

　
約
五
反
）

三
、
都
市
計
画
区
域
以
外
の
と
こ
ろ
で

　
は
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
一
町
）

ま
た
、
知
事
は
、
土
地
取
引
が
盛
ん
に

行
な
わ
れ
、
地
価
の
値
上
り
が
激
し
く

な
る
よ
う
な
地
域
を
規
制
区
域
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
規
制
区
域
内
で
の
土
地
取
引
を
行
な

う
場
合
は
す
べ
て
知
事
の
許
可
が
必
要

と
な
り
、
許
可
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
土
地
取
引
の
契
約
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
9

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
、
次
号
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
お
問
い
合
せ
は
、
役
場
企
画
課
へ
ど

う
ぞ
。
　
　
。
　
　
　
有
線
　
二
〇
四
六

￥
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灘鱗難嚢籔鰺難霧嚢饗嚢難．嚢灘1
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
点
検
終
了
後
、

熊
谷
支
部
の
表
彰
が
あ
り
、

が
た
が
栄
誉
に
浴
し
、

を
代
表
し
て
、

、
点
検
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

日
本
消
防
協
会
表
彰
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
消
防
点

、
　
　
　
　
功

　
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

た
さ
る
十
二
月
一
日
・
村

の
消
防
点
検
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
消
防
ポ
ン
プ
車
三
治
、

団
員
四
十
六
名
が
出
場
し

好
天
に
恵
ま
れ
た
中
学
校

庭
で
、
閲
兵
、
服
装
機
械

器
具
の
点
検
と
、
小
隊
教

練
、
ポ
ン
プ
操
法
、
放
水

試
験
を
行
な
い
、
み
な
さ

ん
の
期
待
に
こ
た
え
ま
し

た
。　
熊
谷
支
部

　
　
　
特
別
点
検

　
十
二
月
七
日
、
荒
川
運

動
公
園
で
、
熊
谷
市
・
妻

沼
町
・
大
里
村
・
江
南
村

の
各
消
防
職
員
と
団
員
が

出
場
し
て
、
連
合
点
検
が

　
　
県
の
消
防
協
会
、
同

　
　
　
　
　
　
次
の
か
た

　
　
　
　
市
町
村
受
彰
者

　
持
田
副
団
長
の
謝
辞
で

○
特
別
功
労
章

〇
一
等
功
労
章

D
二
等
功
労
章

ひ
三
等
功
労
章

検
と
労
者
表
彰
．

○
精
績
章
■
　
長
倉
敬
三
団
長

　
埼
玉
県
消
防
協
会
表
彰

○
特
別
功
労
章
　
持
田
一
芳
副
団
長

〇
三
等
功
労
章
　
宇
治
川
栄
一
中
央
分

　
　
　
　
　
　
　
団
長

O
消
防
技
能
章
　
松
本
和
文
南
分
団
班

　
　
　
　
　
　
　
長

○
消
防
功
績
章
　
茂
木
秋
広
（
村
長
）

○
消
防
功
労
章
　
中
島
儀
市
（
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
平
山
友
安
（
区
長
）

〇
一
等
勤
続
章
　
持
田
一
芳
副
団
長

○
火
災
予
防
成
績
優
秀
者
表
彰

田
中
忠
茂
　
千
野
恒
信
　
坂
田
幸
三
．

　
熊
谷
支
部
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
若
林
次
男
北
分
団
長

江
南
村
表
彰

○
優
良
団
員
表
彰

　
　
　
　
　
　
）

福
田
征
芳
中
央
副
分

、
団
長
坂
田
勇
北
副
分
団
長

．
田
中
勝
治
南
分
団
長

茂
木
弘
行
中
央
班
長

風
見
孝
之
南
副
分
団

長
　
中
村
雅
夫
中
央

班
長
　
福
田
稔
北
班

長　
新
井
健
郎
（
中
央
）

　
　
　
）

柴
芳
信
（
中
央
）
福
田
邦
夫
（
北
）

好
田
滋
（
南
）
夫
久
保
正
義
（
南
）

南
分
団
に
新
車

　
　
ジ
ー
プ
型
の
高
性
能

　
消
防
車
の
老
朽
化
に
と
も
な
い
、
分

団
を
は
じ
め
、
関
係
者
か
ら
要
望
の
あ

り
ま
し
た
消
防
伯
動
車
が
購
入
さ
れ
、

十
一
月
十
五
日
に
、
南
分
団
に
引
き
渡

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
車
は
、
急
坂
や
狭

い
道
路
で
も
進
入
で
き
る
ジ
ー
プ
型
の

高
性
能
車
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
南
分
団

の
活
動
が
さ
ら
に
増
大
さ
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
車
名
は
、
ニ
ッ
サ
ン
パ
ト

ロ
ー
ル
四
千
㏄
で
、
購
入
価
格
は
四
百

万
円
で
す
。

　
雑
駐
在
所

晶
　
運
転
免
許
証
は
大
切
に

舳
　
運
転
免
許
証
を
焼
失
●
破
損
・
汚
損

離
な
ど
し
た
時
や
国
外
運
転
免
許
証
の
交

讐
申
請
場
所
が
変
暮
費
次
の
場

署
に
な
り
ま
し
た
．

晶
　
浦
和
市
高
砂
三
の
十
五
の
一

㎜
埼
責
庁
第
二
庁
舎
五
階
南
側

陥
　
埼
玉
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転

焔
　
免
許
課

M
　
更
新
忘
れ
の
時
は

㎜
，
免
許
証
貧
新
忘
れ
に
よ
る
再
交
付

離
申
請
は
い
ま
ま
で
通
り

離
　
大
宮
市
大
字
ニ
ッ
宮
八
八
三

…
・
羅
羅
購
霧
て

舳
　
あ
り
ま
す
。

芽
し
“
シ
ン
ナ
ー
遊
び

麟拙
　
シ
ン
ナ
ー
遊
び
が
習
慣
に
な
っ
て
し

い

㎜
　
訂
　
　
正

吊
　
広
報
十
一
月
号
八
頁
の
「
市
街
化
調

陥
整
区
域
函
に
土
地
を
購
入
し
て
あ
る
方

晶
へ
」
と
い
う
文
章
中
初
め
か
ら
八
行
目

㎜
の
』
．
昭
和
五
＋
年
六
月
二
＋
合
」
壱

晶
昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
八
日
に
、
お

蝋
わ
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
）
　
）

コ
ー
ナ
ー

ま
う
と
、
神
経
を
犯
さ
れ
、
し
ま
い
に

は
、
呼
吸
マ
ヒ
を
お
こ
し
て
死
亡
し
ま

す
。
　
こ
の
恐
ろ
し
い
遊
び
が
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
、
次
の
点
に
注
意
レ
ま
し
ょ

う
。一
、
お
子
さ
ん
の
部
屋
に
理
由
も
な
い

　
の
に
接
着
剤
の
チ
ュ
ー
ブ
や
ビ
ニ
ー

ル
袋
が
な
い
か
・

二
、
吐
く
息
や
衣
類
か
ら
異
様
な
に
お

　
い
が
な
い
か
。

三
、
口
の
ま
わ
り
が
白
く
荒
ね
て
い
な

　
い
か
。

　
1
こ
ん
な
時
が
危
険
ー

　
こ
ど
も
に
は
楽
し
い
冬
休
み
で
す
が

学
校
か
ら
解
放
さ
れ
、
お
年
玉
で
こ
ず

か
い
も
あ
り
、
ひ
ま
あ
り
で
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
ど
で
非
行
に
は
し
り
や
す
い

と
き
で
す
。

　
一
家
団
ら
ん
で
非
行
防
止
を
。

くらしの

　ちえ
ビ
ー
ル
や
日
本
酒
、
洋
酒

と
、
チ
ャ
ン
ポ
ン
に
飲
ん

で
悪
酔
い
し
た
と
さ
は
、

水
の
中
に
、
レ
モ
ン
の
し

ぼ
り
汁
を
入
れ
て
、
の
み

ま
し
ょ
う
。
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準
優
勝
　
三
本

に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
野

ぐ
南
小
親
子
バ
レ
ー
教
室

　
　
　
　
　
　
　
優
勝

　
第
六
回
婦
人
会
宇
別
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
は
、
参
加
十
一
チ
ー
ム
に
ょ
っ
て

去
る
十
一
月
十
日
（
日
）
中
学
体
育
館

に
お
い
て
、
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
カ
ラ
ッ
風
の
吹
く
寒
い

日
で
し
た
が
、
館
内
は
、
声
援
と
歓
声

の
う
ず
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
又
、
応
援
に
き
た
マ
マ
ざ
ん

選
手
の
お
子
さ
ん
が
、
お
し
っ
こ
が
し

た
く
な
り
、
試
合
が
一
時
中
断
す
る
と

い
っ
た
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

村
民
問
の
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と

　
く
御
正
新
田
チ
ー
ム 御

正
新
田

0
月券決2

2

22

2

0

0

2

0

O

2

002

成上須上三千野
　新．賀押

沢田広切本代原

21

2

御
正
新
田

樋
春
南

樋
春
北

下
押
切

共
に
伸
び
ゆ
く

　
　
　
南
小
P
T
A

　
南
小
P
T
A
で
は
、
本
年
度
の
活
動

の
重
点
を

　
子
ど
も
た
ち
へ
の
よ
り
深
い
理
解

　
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
大
き
な
成
長
を

目
ざ
し
て
、
P
T
A
の
出
発
点
で
も
あ

る
「
学
級
P
T
A
活
動
の
積
極
的
推
進
」

を
目
標
に
、
活
発
で
、
し
か
も
た
の
し

い
親
子
活
動
が
、
い
ま
ま
で
に
二
十
二

回
も
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
水
泳

す
い
か
わ
り
大
会
・
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
・

バ
レ
i
・
ダ
ン
ス
や
共
同
学
習
な
ど
で

こ
れ
ら
は
、
学
級
委
員
を
中
心
に
計
画

さ
れ
、
明
る
い
笑
顔
で
、
楽
し
く
実
施

さ
れ
、
P
（
父
母
）
丁
一
（
教
師
）
C
（

児
童
）
、
相
互
の
理
解
・
協
力
の
実
が

あ
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
を
伸
ば
そ
う

　
　
親
も
教
師
も
伸
び
よ
う
…
を

　
　
　
　
　
　
　
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

　
　
税
コ
ー
ナ
ー

－
償
却
資
産
の
申
告
は

　
　
［
月
三
十
一
日
ま
で
に
1

　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
一
月

一
日
現
在
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
必

要
な
事
項
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
用
紙
は
す
で
に

お
届
け
む
ま
し
た
が
、
申
告
書
の
提
出

期
限
は
一
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
か
ら

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

お
た
ず
ね
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
σ

　
！
源
泉
徴
収
票
を

　
　
受
け
と
り
ま
し
ょ
う
！

　
給
与
所
得
者
の
み
な
さ
ん
、
昭
和
五

十
年
度
の
村
・
県
民
税
は
昭
和
四
十
九

年
中
の
収
入
を
基
に
し
て
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
税
知
識
に
強
く
な
る
の
に
は
、
ま
ず

あ
な
た
自
身
が
給
与
を
い
く
ら
も
ら
っ

て
い
る
か
を
正
確
に
知
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
給
与
等
の
支
払
者
は
受
給
者
に

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
を
交
付

し
、
さ
ら
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
役
場
へ
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
給
与
以
外

に
収
入
の
あ
る
か
た
は
所
得
を
合
算
し

て
申
倍
す
る
の
で
、
そ
の
際
源
泉
徴
収

票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
だ
い
せ
つ
に

保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
七
■
つ
の
祝

　
こ
の
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
一
二

八
名
の
こ
ど
も
た
ち
の
健
康
な
成
長
を

祝
う
「
七
つ
の
祝
祝
賀
式
」
が
十
一
月

十
五
日
、
中
学
体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
み
ん
な
、
胸
に
大
き
な
リ
ボ
ン
を
つ

け
て
、
赤
い
ほ
っ
ぺ
に
は
元
気
さ
が
み

な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
村
長
初
め
、
来
賓
の
方
々
の
お
祝
い

の
ご
と
ば
を
行
儀
よ
く
聞
い
た
後
は
、

村
・
両
農
協
・
婦
人
会
か
ら
た
く
さ
ん

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
又
、
立
正
大
学
生
に
よ
る
殿
い
ぐ
る

み
劇
が
行
な
わ
れ
、
チ
ビ
ッ
コ
た
ち
の

拍
手
が
ひ
び
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
無
事
に
成
長
し
て
、
一
つ
の
段
階
を

経
過
し
た
こ
と
に
、
さ
ぞ
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
ょ

う
o
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

午
後
は
森
林
公
園
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
十
一
月
四
日
は
、
気
が
か
り
だ
っ
た

天
候
も
晴
れ
上
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は

絶
好
の
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
前
か
ら
、
団
員
や
指
導
員
の
念
願

で
あ
っ
た
南
北
両
団
員
の
交
流
を
深
め

ぢ
た
め
の
初
め
て
の
合
同
活
動
の
日
が

や
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
当
日
は
、
皆
、
自
転
車
に
弁
当
と
水

筒
を
く
く
り
つ
け
て
、
立
正
大
学
の
ご

好
意
に
よ
り
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
同
大
学
の
グ
ラ
ン
ド
ヘ
一
二

一
名
が
集
合
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
お
ど
ろ
い
た
の
は
、
グ
ラ
ン
ド

レ
打
ち
ま
し
た
、
ヒ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

の
広
さ
で
し
た
。

　
校
庭
を
有
効
に
使
う
こ
と
に
は
な
れ

て
い
る
小
学
校
の
先
生
が
た
も
、
最
初

レ
楽
し
い
お
べ
ん
と
う

至
熊
谷

森林公園概略図

　　　　　至熊谷

鉱．
は
と
ま
ど
う
程
で
し
た
。

L
そ
し
て
、
・
「
こ
の
よ
う
な
広
々
と
し

た
運
動
場
で
思
い
き
り
、
は
ね
た
り
、

走
っ
た
り
す
る
と
人
間
が
大
き
く
な
っ

た
気
が
ず
る
已
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　
午
前
中
は
、
こ
の
グ
ラ
ン
ド
を
六
面

に
分
け
て
お
昼
ま
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

対
抗
試
合
を
行
な
い
、
中
食
は
グ
ラ
ン

ド
わ
き
の
芝
生
の
上
で
に
ぎ
や
か
に
食

べ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
初
め
て
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

で
す
。

　
き
い
わ
い
近
く
に
森
林
公
園
が
開
園

に
な
り
、
コ
ー
ス
に
は
不
自
由
い
た
し

ま
せ
ん
。

　
一
周
す
る
と
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

も
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
無
理
を
し

な
い
こ
と
と
、
時
間
の
都
合
で
約
半
分

の
道
の
り
を
楽
し
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
園
内
は
振
り
替
休
日
の
た
め
思
い
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅

。
嶋
熊
谷
蕃
暮
書
路

入西

レぞ縣
　　　　　　韓覚
　　　　　　韓帯

＼　　　　　　面　　　　　管理
　　　　　6事務所

緒林公園南入口

）

）

い
の
服
装
を
し
た
老
若
男
女
で
大
変
混

雑
し
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
完
全
舗
装
さ
れ
、
登
り
下

り
の
坂
が
あ
り
、
又
、
沼
あ
り
、
ト
ン

ネ
ル
・
橋
な
ど
変
化
が
あ
り
、
団
員
た

ち
は
歓
声
を
あ
げ
て
自
転
車
を
走
ら
せ

て
い
ま
し
た
。

　
午
後
三
時
半
に
、
団
員
た
ち
の
「
も

っ
と
遠
く
ま
で
行
き
た
い
已
と
言
う
声

を
振
り
切
る
よ
う
に
し
て
帰
途
に
つ
き

ま
し
た
。

　
心
配
さ
れ
た
行
き
帰
り
の
交
通
事
故

や
怪
我
も
団
員
の
規
律
あ
る
行
動
と
指

導
員
の
か
た
が
た
み
努
力
に
よ
っ
て
無

事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
の
晶

よ
　
ぶ
　
　
た

　
　
　
江
南
南
小
　
ニ
ノ
一

　
　
　
　
　
せ
き
ぐ
ち
ひ
で
の
り

ぼ
く
の
家
に
は
、
ぶ
た
が
い
る
。

き
の
う
、
ぶ
た
の
あ
か
ち
ゃ
ん
が
生
れ

た
。と
て
も
か
わ
い
い
。

一
っ
か
い
、
み
に
い
っ
た
ら
、

ぶ
た
の
あ
か
ち
ゃ
ん
が
、
ぶ
た
の
お
か

あ
さ
ん
の
お
ち
ち
を
の
ん
で
い
た
。

と
っ
て
も
か
わ
い
い
。

だ
い
て
み
た
か
っ
た
。

）

）

〈
コ
　
ス
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ぶ
た
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
と
き
に
は
、

と
て
も
か
わ
い
い
と
思
っ
た
。

　
思
い
出
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　
　
　
江
南
南
小
　
六
年

　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
英
浩

　
「
集
ま
れ
已
集
合
だ
。
こ
れ
か
ら
六

年
生
の
レ
ー
ス
が
始
ま
る
。
準
備
体
操

は
よ
し
。
体
の
調
子
も
よ
し
。
も
う
何

も
言
う
こ
と
は
な
い
。
全
力
を
つ
く
す

だ
け
だ
。

　
「
ド
ー
ン
」
ピ
ス
ト
ル
が
鳴
っ
た
。

よ
し
、
初
め
に
出
て
や
る
。
　
（
中
略
）

　
み
ん
な
、
き
ん
張
し
て
い
る
。
ま
わ

り
を
見
て
み
る
と
、
南
小
の
子
が
い
な

い
。
い
つ
も
争
っ
て
い
る
志
田
君
も
い

な
い
。
　
「
み
ん
な
後
半
で
、
ぬ
く
つ
も

　
　
（
七
ぺ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
）
、
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賎民統制の強まり近世封建社会と部落（2）同和対策シリーズ（4

（
（

　
近
世
の
賎
民
身
分
は
「
え
た
」
「
非
人
」
　
の
「
弾
左
衛
門
」
を
「
え
た
頭
」
に
し
て
き

の
二
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
び
し
く
統
制
し
て
き
ま
し
た
。

「
え
た
」
は
、
終
生
「
え
た
」
で
あ
り
「
非
　
　
賎
民
身
分
の
設
定
と
と
も
に
、
職
業

人
」
は
、
一
定
の
期
間
と
条
件
が
あ
っ
　
の
制
限
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
仕

た
場
合
に
は
「
足
洗
い
」
と
い
っ
て
非
人
　
事
は
、
皮
革
、
死
牛
馬
の
処
理
で
あ
り

身
分
か
ら
の
脱
出
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
　
下
級
の
警
察
・
行
刑
で
し
た
。
ま
ち
や

身
分
の
上
下
で
は
、
え
た
が
非
人
の
上
　
む
ら
の
警
備
・
罪
人
の
処
置
、
農
民
一

に
お
か
れ
ま
し
た
が
、
お
互
い
が
見
下
　
揆
の
鎮
圧
・
ス
パ
イ
活
動
等
の
こ
の
仕

す
、
つ
ま
り
え
た
・
非
人
の
最
底
辺
の
　
事
は
、
民
衆
と
部
落
を
対
立
さ
せ
、
差

賎
民
同
士
が
互
い
に
反
目
す
る
傾
向
を
　
別
感
情
を
助
長
さ
せ
る
目
的
を
持
っ
て

巧
妙
に
作
り
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
　
　
い
た
の
で
す
。
被
支
配
者
で
あ
る
農
工

　
農
は
工
を
、
工
は
商
を
、
商
は
え
た
、
商
と
賎
民
が
憎
し
み
合
う
状
況
こ
そ
、

を
、
え
た
は
非
人
を
、
非
人
は
え
た
を
　
支
配
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

差
別
す
る
と
い
う
状
態
こ
そ
、
ま
さ
に
　
　
儀
咲
慨
憎
の
佑
う
一
偵
舷
ρ
一
部
落
」

昆
衆
支
配
の
仕
組
み
で
し
た
。
人
間
の
　
を
地
域
外
の
地
域
・
社
会
外
の
社
会
と

持
つ
心
理
的
弱
点
（
い
つ
で
も
自
分
は
・
し
て
隔
離
し
、
差
別
す
る
施
策
で
す
。

だ
れ
か
よ
り
ま
さ
っ
て
い
る
部
分
が
あ
　
川
の
ほ
と
り
や
排
水
の
悪
い
立
地
条
件

る
の
だ
と
い
う
考
え
）
を
、
巧
み
に
政
　
の
不
利
な
と
こ
ろ
、
堤
防
、
山
す
そ
、

治
上
で
利
用
し
た
わ
け
で
す
。
　
　
　
谷
あ
い
等
の
悪
条
件
の
と
こ
ろ
に
居
住

「
え
た
」
「
非
人
」
の
他
に
、
賎
民
身
分
　
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
「
差
別
の
対
象
」

に
組
み
入
れ
ら
れ
た
人
び
と
に
は
「
皮
　
と
し
て
の
「
部
落
の
浮
き
堀
り
」
の
姿
を

田
」
「
河
原
者
」
「
散
所
」
「
番
太
」
「
長
史
」
　
作
っ
た
の
で
す
。

な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
　
身
分
、
職
業
、
居
住
の
三
位
一
体
の

こ
う
し
た
人
た
ち
は
、
戦
国
の
乱
世
で
　
差
別
政
策
を
徹
底
す
る
た
め
、
幕
府
は

，
落
ち
ぶ
れ
た
人
た
ち
や
な
ん
ら
か
の
理
　
「
衣
服
」
「
は
き
も
の
」
「
交
際
」
な
ど
社
会

由
で
「
皮
は
ぎ
」
・
「
革
細
工
」
な
ど
の
手
生
活
の
全
て
に
対
し
て
厳
重
な
締
付
け

工
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
人
た
ち
、
　
を
行
な
い
、
幕
藩
体
制
の
基
礎
と
な
る

府
刑
・
清
掃
等
の
「
雑
役
的
労
働
」
つ
ま
　
身
分
制
度
の
ゆ
る
み
を
防
ぎ
、
あ
る
い

り
下
層
の
生
産
や
労
働
の
分
野
に
関
係
　
億
部
落
と
人
口
の
増
加
に
伴
う
経
済
力

し
た
一
部
が
、
え
た
に
編
入
さ
れ
、
役
　
の
高
ま
り
を
押
え
て
い
き
ま
し
た
。

者
・
雑
芸
能
者
・
物
も
ら
い
等
を
生
業
　
　
こ
う
し
て
賎
民
統
治
は
、
幕
藩
体
制

と
し
て
い
た
人
の
一
部
が
、
非
人
に
編
　
の
基
礎
と
し
て
強
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

入
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
　
　
（
部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県
本
部
委
員
長

関
東
で
は
、
賎
民
統
制
と
し
て
、
浅
草
　
　
野
本
勝
彦
氏
）
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納
屋
の

　
　
ひ
さ
し
に

　
ス
ズ
メ
バ
チ
■
の
巣

　
小
江
川
の
野
口
丈
太
郎
さ
ん
宅
の
物

置
の
ひ
さ
し
に
、
ス
ズ
メ
バ
チ
が
、
直

径
一
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
大
き
な
巣

を
つ
く
り
ま
し
た
。
昨
年
の
四
月
に
は

に
ぎ
り
こ
ぶ
し
程
だ
っ
た
の
に
と
、
家

族
の
か
た
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
珍
ら
し
い
蜂
の
巣
に
遠
く
は
、

秩
父
の
方
か
ら
も
見
学
に
来
た
そ
う
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ

　
こ
の
巣
は
、
蜂
が
こ
な
く
な
っ
た
時

に
、
取
り
去
っ
て
、
縁
起
が
良
い
の
で

床
間
の
置
物
に
す
る
そ
う
で
す
。

…
こ
の
巣
の
材
料
は
、
木
の
皮
で
、
細

か
く
か
み
砕
い
て
、
唾
液
で
ね
っ
て
、

ウ
ロ
コ
の
よ
う
に
薄
く
し
た
物
を
重
ね

合
せ
て
つ
く
る
の
だ
そ
う
で
す
”

（

（

N
〆
り
だ
な
已
と
思
っ
た
。
耳
を
す
ま
し

N～
て
み
る
と
、
聞
え
る
の
は
息
の
音
と
足

N
の
音
だ
け
だ
。

～N
　
だ
ん
だ
ん
つ
か
れ
て
き
た
。
あ
と
五

N
十
メ
ー
ト
ル
で
折
り
返
し
地
点
だ
。
前

掴帽
に
は
、
十
二
人
い
る
。
　
「
よ
し
、
五
人

～N
ぬ
い
て
や
れ
已
と
思
い
な
が
ら
、
折
り

N
返
し
地
点
を
廻
っ
た
が
、
二
人
ぬ
け
な

NN
い
。
前
に
は
北
小
の
三
人
組
だ
。

個
牌
　
池
田
君
に
柴
田
君
に
関
谷
君
だ
。
よ

凶
し
・
争
っ
て
や
る
ぞ
・
ぼ
く
は
、
ぺ
I

NN
ス
を
上
げ
た
。
横
に
な
ら
ん
で
二
人
ぬ

NN
い
た
。
問
題
は
、
手
を
横
に
ふ
る
関
谷

嗣
君
だ
。
第
一
の
作
戦
は
、
　
「
は
じ
を
通

N個
り
、
い
っ
ぺ
ん
に
ぬ
い
て
や
れ
已
と
考

N、
え
た
。
作
戦
開
始
、
は
じ
へ
廻
っ
た
が

ず

N
関
谷
君
も
は
じ
へ
よ
っ
て
く
る
。
す
っ

NN
か
り
同
じ
動
き
に
す
る
の
だ
。
第
二
の

N
作
戦
は
、
　
「
あ
と
に
つ
い
て
い
っ
て
、

NN
つ
か
れ
た
と
こ
ろ
で
、
い
っ
き
に
ぬ
い

NN
て
や
れ
已
と
い
う
こ
と
だ
。

個
　
だ
が
、
な
か
な
か
ま
い
り
そ
う
も
な

内N
い
。
こ
の
ま
ま
で
い
け
ば
、
ラ
ス
ト
ス

N　
パ
ー
ト
で
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
　
「
も

NN
う
だ
め
だ
已
と
思
っ
た
。
そ
の
時
、
頭

NN
に
先
生
に
注
意
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出

囚
し
た
。
　
「
だ
め
だ
と
考
え
て
は
い
け
な
．

脚脚
い
。
最
後
ま
で
が
ん
ば
れ
凶
と
い
う
言

～N
葉
だ
。
な
ん
だ
か
、
胸
が
わ
く
わ
K
し

N
て
き
た
。
　
「
よ
し
、
や
る
ぞ
已
再
び
ぺ

NN
ー
ス
を
上
げ
た
。

N脚
　
や
っ
と
、
関
谷
君
と
並
ん
だ
。
こ
れ

脚
か
ら
が
勝
負
だ
。
泣
き
事
を
い
っ
て
い

｝
　
、

る
場
合
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
が
先
に
ま

い
る
か
が
問
題
な
の
だ
。
少
し
行
く
と

先
生
が
見
え
て
き
た
。
　
「
が
ん
ば
れ
」

そ
の
こ
と
ば
だ
け
が
頭
に
残
っ
た
。
そ

九
と
い
っ
し
ょ
に
、
父
と
母
の
声
が
う

か
ん
で
き
た
。
父
は
「
最
後
ま
で
が
ん

ば
る
ん
だ
ぞ
凶
と
言
っ
て
い
る
。
母
も

　
「
し
っ
か
り
、
あ
と
少
し
よ
凶
と
言
っ

て
い
る
。
あ
と
二
百
メ
ー
ト
ル
だ
。
最

後
の
が
ん
ば
吟
な
の
だ
。
む
ち
ゆ
う
で

手
を
ふ
っ
た
。
足
も
上
げ
た
。
す
る
と

関
谷
君
は
、
後
ろ
に
つ
い
て
こ
な
い
。

　
「
し
め
た
、
こ
の
ま
ま
つ
っ
こ
ん
で
や

れ
已
ゴ
ー
ル
は
、
目
の
前
だ
。
入
っ
た
、

ゴ
ー
ル
イ
ン
だ
。

　
順
番
は
、
七
番
だ
っ
た
。
五
番
以
内

を
目
標
と
し
て
い
た
ぼ
く
に
は
残
念
で

た
ま
ら
な
い
。
、
「
ち
き
し
ょ
う
。
も
う

一
度
や
り
た
い
な
あ
凶
と
思
っ
売
。

　
だ
が
、
家
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
気
が

付
い
た
。
あ
の
時
、
が
ん
ば
っ
た
か
ら

七
位
だ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
が
実
力
な
の

か
も
知
れ
な
い
。
終
っ
た
こ
と
は
し
か

た
が
な
い
。
　
「
来
年
を
目
ざ
そ
う
。
五

位
以
内
に
入
る
よ
う
、
き
た
え
よ
う
。

・
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
最
後
ま
で
が
ん

ば
ろ
う
已
ぼ
く
は
「
最
後
ま
で
」
と
い

う
大
事
さ
を
知
っ
た
。
こ
れ
も
、
ロ
ー

．
ド
レ
ー
ス
大
会
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

道
路
や
河
川
に

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に

’
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

露
出
部
に
防
寒
を

　
寒
さ
に
備
え
て
、
水
道
管
の
露
出
部

を
、
防
寒
材
（
厚
い
布
な
ど
）
で
保
護

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
万
一
破
裂
し
た
時
は
、
止
水
栓
を
し

め
つ
け
惹
指
定
工
事
店
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

○
村
の
給
水
指
定
工
事
店
は
次
の
と
お

　
り
で
す
。

加
藤
ポ
ン
プ
店
　
電
三
六
1
σ
三
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
有
線
，
三
四
一
．
五

小
林
商
店
電
三
六
－
一
二
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
有
線
　
　
，
三
二
八
五

笠
原
設
備
電
三
六
⊥
一
〇
八
三

　
　
　
　
　
　
　
有
線
　
　
二
七
四
七

江
南
設
備
電
三
六
ー
一
〇
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
有
線
　
　
二
三
〇
九

中
村
商
店
電
三
六
⊥
三
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
有
線
　
　
三
五
五
九

光
栄
建
設
電
三
六
ー
一
〇
五
二

　
　
　
　
　
　
　
有
線
　
　
三
五
六
七

　
不
燃
物
処
理
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
　
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

　
江
南
村
ほ
か
大
里
郡
市
の
市
町
村
で

運
営
し
て
い
ま
す
不
燃
物
処
理
セ
ン
タ

ー
は
、
各
市
町
村
の
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
不
燃
性
の
ご
み
を
プ
レ
ス
し
た
り

再
生
利
用
の
方
法
を
考
え
た
り
し
て
、

ご
み
の
処
理
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
実
際
に
ご
み
を
処
理
す
る
よ
う
す
を

セ
ン
タ
ー
で
見
る
こ
と
も
参
考
に
な
り

ま
す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
集
り
で

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
と
く
に
、
家
庭
か
ら
ご
み
を
直
接
だ

す
ご
婦
人
方
の
ご
視
察
を
歓
迎
い
た
し

ま
す
。

．
場
　
　
所
　
　
熊
谷
市
下
増
田
地
内

申
込
場
所
　
　
不
燃
物
処
理
セ
ン
タ
i

　
　
　
　
　
電
話
　
三
二
－
七
五
五
四

◎一成人式にご出席ください幽噛
I　　　　　　　　　　　　I
l　1月15日は成人の日「肴となにl
iなったことを自覚し、自ら生きぬl
Iこうと青年を祝い励ます」日です。亘
1　この意義ある日に、成人となら1
1れるかたがたの前途を祝福するたI
Iめ村では、次のとおり計画しておI
lります。みなさんも一生の思い出I
l首な副月琵昔席繍§。分l

i場　所…中学校体育館　　　　　l
l行　事…式典とリクリェーションI
l※なお、軽装でご参加ください。1
Φ一一．一一〇一一．一一囎一圃一一〇脚一〇一一6一一一一鱒一哺一一興騨一聯一略●
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ロ

　
　
　
　
県
立
職
業
．
訓

皿
県
内
羊
校
程
あ
る
職
業
訓
練
馨

W
は
、
次
の
要
領
で
入
校
生
の
応
募
を
行

W㎜
蘇
撤
す
ぎ
最
高
等
学
校

㎜
を
卒
業
し
た
者
（
卒
董
込
み
者
を

　
含
む
）
及
び
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の

　
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

～顯
応
募
の
手
続
　
入
校
を
希
望
す
る
訓
練

　
校
又
は
、
職
業
安
定
所
に
入
校
願
書

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

　
卒
業
見
込
み
の
者
に
つ
い
て
は
、
学

陣
　
校
長
の
推
薦
書
と
調
査
書
を
添
付
し

姻
て
く
だ
さ
い
．

　皿

塾
次
薯
の
壽
閣
昭
和
五
＋

A
　
年
一
月
九
日
～
一
月
二
十
日
ま
で

鴨鐸
選
考
方
法
　
面
接
を
実
施
し
ま
す
。
な

㎜　お
筆
記
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ

　
　
　
　
　
　
』

）

）

練

校
入
校
案
内
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴇

り
美
　
　
　
　
　
㎜

発
表
　
昭
和
五
十
年
一
月
三
十
一
日
に
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
各
訓
練
校
に
掲
示
す
る
ほ
か
本
人
に
W

　
通
知
い
た
し
ま
す
。
　
　
一
　
　
　
W

第
二
次
響
の
受
付
昭
和
五
＋
隻
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
月
十
日
に
締
切
り
ま
す
。
　
　
　
　
・

入
替
昭
和
五
＋
年
四
月
合
㎜

訓
練
期
間
一
年
　
　
　
㎜

訓
練
時
間
　
午
前
八
時
五
十
分
か
ら
午
牌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畝

後
四
時
一
二
＋
分
ま
で
（
土
曜
は
正
午
㎜

　
ま
で
）
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
校

入
校
す
る
と
　
教
材
や
工
具
は
貸
与
さ

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
牌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矯

　
　
鉄
道
、
バ
ス
の
通
学
定
期
、
学
割
κ

　
運
賃
が
利
用
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

※
く
わ
し
く
は
、
職
業
安
定
所
又
は
、
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

　
訓
練
校
へ
沿
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
嚇

調
査
に

　
　
　
ご
協
力
を

　
ー
二
月
一
日
に

　
　
　
　
農
業
セ
ン
サ
ス
ー

　
二
月
一
日
現
在
で
、
全
国
い
っ
せ
い

に
農
業
セ
ン
サ
ス
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
に
な
ら
ぶ

重
要
な
も
の
で
五
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
．

ま
す
。

　
調
査
方
法
は
、
単
な
る
ぬ
き
と
り
調

査
で
は
な
く
、
全
部
の
農
家
に
つ
い
て

知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
各

農
家
を
訪
問
し
、
農
家
の
か
た
か
ら
直

接
に
話
を
う
か
が
う
、
聞
き
取
り
調
査

で
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
農
家
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一
、
耕
地
を
一
〇
ア
ー
ル
以
上
経
営
し

　
　
て
い
る
農
家

二
、
五
ア
ー
ル
以
上
の
耕
地
を
所
有
し

　
　
て
い
る
農
家

三
、
農
産
物
販
売
額
が
七
万
円
以
上
あ

　
　
る
農
家

　
又
、
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
も
調

査
の
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
本
村
は
、
．
調
査
区
を
三
十
三
に
分
け

て
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
調
査
員
が

お
う
か
が
い
い
た
し
ま
し
た
ら
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。）

）

　
◆
七
草
が
ゆ

　
七
日
は
「
な
な
く
さ
」
で
す
。
こ
れ

は
、
七
種
の
草
の
こ
と
で
、
正
月
七
日

に
こ
れ
を
た
べ
る
と
病
気
を
し
な
い
と

い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
て
、
古
く
か
ら

の
年
中
行
事
で
し
た
。
初
め
は
草
で
な

く
、
七
つ
の
穀
物
、
つ
ま
町
「
い
ね
・

む
ぎ
・
ま
め
・
あ
わ
・
あ
ず
き
・
き
び

・
こ
む
ぎ
」
だ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
野
草
に
変
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
七
草
に
も
、
説
が
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
牧
野
富
太
郎
博

士
の
説
に
従
え
ば
、
セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・

オ
ギ
ョ
ウ
・
ハ
コ
ベ
ラ
・
タ
ビ
ラ
コ
・

ス
ズ
ナ
・
ス
ズ
シ
ロ
・
と
い
う
乙
と
に

な
り
ま
す
。
　
ナ
ズ
ナ
”
ペ
ン
ペ
ン
草
．

オ
ギ
ョ
ウ
ー
母
子
草
　
ス
ズ
ナ
“
だ
い

こ
ん
　
ス
ズ
シ
ロ
”
に
ん
じ
ん

あ
馨
跡
で
軸

ζ
つ
ご
ざ
い
ま
す
壷
　

　
こ
と
し
も
、
電
気
の
有
効
な
活
用
で

明
る
く
、
ゆ
た
か
な
生
活
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
、

電
線
の
近
く
で
の
ユ
ー
コ
ン
や
た
こ
あ

げ
は
、
や
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
“
。
外
出
の
時
電
気
の
切

り
忘
れ
も
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
東
京
電
力
〕




